
日本HPHネットワーク
利益相反（COI）の開示
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Ⅰ. 背景・目的

Ⅱ. SDHの取り組み

Ⅲ. 取り組みの成果

リハビリテーション科におけるSDHの取り組みについて
～SDHの取り組みの変遷と成果,今後の展望について～
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表紙 目次 事例 グループワーク結果 資料集の一例

2014 2015  2016  2017  2019  2020  2021 
取り組み開始
SDHを理解する

当院リハビリテーション科では,2014年よりセラピストのSDH教育に取り組んでいる。これまでの取り組みにより,
スタッフのSDHへの関心や意識は向上し,日常業務においてSDHの視点を活かした支援が実践されている。そこで,
リハビリテーション科におけるこれまでのSDHの取り組みの変遷と成果,今後の展望について報告する。

〈目的〉
SDHの視点で実

践できた事例を・
共有しSDHの理
解を深める。
〈取り組み〉
各病棟チームで
SDHの視点で実

践できた事例を
まとめ報告会・意
見交換会を実施
した。実践や意見
交換の内容を事
例集としてまとめ,
成果を共有した。

〈目的〉
若手スタッフの
SDHの意識向上。
〈取り組み〉

１～３年目スタッ
フに対する学習
会を実施した。

〈目的〉
SDHの視点を臨
床場面で活かす。
〈取り組み〉

グループワーク
にて,実際の症例
についてSDHの
視点で考え,必要

な支援・サービス
について検討し
た。

〈目的〉
SDHとは何か？
を考え,SDHの理
解につなげる。
〈取り組み〉

困難事例につ
いての報告会を
実施した。

〈目的〉
スタッフのSDH

への関心を高
める。社会情勢
に関心を持つ。
〈取り組み〉

グループワーク
にて,社会問題

を取り上げ調査
した。

〈目的〉
自分達が住む
地域とSDHを繋
げて考える。
〈取り組み〉

地域への訪問
行動へ参加し,

訪問行動で見
えた課題につい
てグループワー
クを実施した。

〈目的〉
ICFとSDHを結び
付けて考える。
〈取り組み〉
ICFシートを使用

し提示した症例
をについて,SDH

の視点で検討
会を実施した。

症例検討会 学習会案内ポスター

若手が参加しやすい雰囲気作り
や内容を工夫困難事例報告会

地域が抱える課題
・老々介護 ・高齢化
・高齢者の運転
・交通の不便さ
・雪かき・少子化 等

グループワークの実施

社会問題
・安全保障
・TPP
・基地問題
・テロ ・原発稼働 等

2021年度,スタッフ全員にアンケート調査を行った。調査結果では,「SDHについて理解できた」「SDHは臨床場面で活かす事
ができる」と答えたスタッフは全体の9割以上であった。取り組み後スタッフのSDHへの関心や意識は向上し,SDHの視点を活
かした支援が,日常業務の中で積極的に実践された。実践の成果は,「リハビリテーション科SDH事例集」にまとめ共有した。

SDHへの継続的な取り組みは,スタッフのSDHへの関心や意識を高め,日常業務
での実践に繋がった。医療者へのSDH教育の意義については, 武田1)や堀2)に
よって報告されているが,セラピストへの職場教育としての導入の有用性につい
ての報告はほとんどない。セラピストに対してもSDH教育は有用と考える。
健康増進や介護予防を担うセラピストにおいては,職場内での実践を地域活
動に結びつけていく事が重要と考える。今後,地域活動においての実践に繋げ
ていけるよう,職場内で継続的に取り組んでいく必要がある。

リハビリテーション科SDH事例集

SDHが
職場で浸透

SDHを日常業務に
結び付ける

SDHの実践！
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